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青年期男子学生の日常生活における疲労自覚症状の特徴

年齢，疲労感および日常生活状況との関連から

コバヤシ ヒデツグ

小林 秀紹
デムラ シンイチ

出村 慎一
ゴウシ フミオ

郷司 文男
ミナミ マサキ

南 雅樹
サトウ ススム

佐藤 進
タダ ノブヒコ

多田 信彦

目的　本研究の目的は，青年期男子学生の日常生活における疲労自覚症状の特徴を，項目反応，

年齢，主観的疲労度および日常生活状況との関連を明らかにすることである．

方法　F県下15～20歳（平均年齢16.9歳）の男子学生1,809人を対象に質問紙調査を行い，1,792

人の有効回答を得た．54項目の疲労自覚症状，主観的疲労度，疲労の内容および日常生活状

況からなる調査票を作成し，調査を行った．

成績　疲労自覚症状54項目におけるCronbachのα係数を算出した結果，0.97の値が得られ，高

い信頼性が確認された．疲労自覚症状では，ねむけに関する症状の訴えが高かった．また，

年齢の高い者において精神疲労に関する疲労自覚症状の訴えが低い傾向であった．

　主観的疲労度において，ほとんどの者（80％以上）が何らかの疲労を訴えており，また，

主観的疲労度はだるさやねむけに関する症状との関連が比較的高かった．昨晩の寝つき，朝

の目覚め，体調の各日常生活状況において不調を訴える者ほど主観的疲労度が高い傾向にあ

り，慢性疲労の改善に，睡眠に関する生活のあり方が重要と考えられた．

結論　青年期男子学生における疲労自覚症状の特徴として，ねむけに関する訴えが比較的高く，

また，ほとんどの者が日常生活において何らかの疲労感を感じていると推測され，ねむけを

生起させる要因の改善が重要と考えられた．
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